
様式第二号の九(第八条の四の六関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

令和６年６月  １８日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者                  

住 所 神奈川県横浜市西区南幸1丁目1番1号 

JR横浜タワー22階 

氏 名 東邦チタニウム株式会社 

代表取締役社長 山尾 康二 

電話番号 045-394-5522        

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第 10 項の規定に基づき、２０２３年度の産業廃棄物 

処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称  東邦チタニウム株式会社 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地  北九州市若松区響町1-62-1 

事 業 の 種 類  非鉄金属製造業 

産業廃棄物処理計画における

計 画 期 間 
令和５年４月１日～令和６年３月３１日 

産業廃棄物処理計画における目標値 

 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 １０，５５０ｔ 全 処 理 委 託 量  １０，５５０ｔ 

自ら再生利用を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量  
ｔ 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量  
５００ｔ 

自 ら熱 回収 を行 う 

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
１，７２０ｔ 

自ら中間処理により減量する  

産 業 廃 棄 物 の 量 
ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ 

自 ら埋 立処 分又 は

海洋投入処分を行う 

産 業 廃 棄 物 の 量 

ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ 

※事務処理欄   

  (日本工業規格 Ａ列４番) 



（産業廃棄物の種類：　汚泥　　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

8604.57
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

1168.7

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

8604.57 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

8604.57

270.62 0

1168.7

0

0

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量

自ら中間処理した後
再生利用した量

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量

0

0

自ら直接
再生利用した量

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

自ら中間処理
した量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量

⑬熱回収認定業者への処
理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

⑦自ら中間処理により減
量した量

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

⑩全処理委託量

0

8604.57

計画の実施状況

0

0

0

不要物等発生量

項目

①排出量

有 償 物 量

（第２面）

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託量

270.62

④のうち熱回収
を行った量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　廃プラスチック類　　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

55.27
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

55.27

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

55.27 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

55.27

35.45 0

55.27

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

35.45

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

55.27

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　木くず　　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

153.15
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

153.15

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

153.15 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

153.15

153.15 0

153.15

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

153.15

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

153.15

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　混合系廃棄物　　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

52.754
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

52.754

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

52.754 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

52.754

52.754 0

52.754

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

52.754

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

52.754

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　　　廃油　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

13.95
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

13.95 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

13.95

13.95 0

0

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

13.95

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

13.95

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　　ガラスくず　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

254.215
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

14.325

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

254.215 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

254.215

14.325 0

14.325

0

0
⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

14.325

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

254.215

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



（産業廃棄物の種類：　　鉱さい　　　　　　　　　　　　　　　　）

排　出　量

7.66
⑩のうち再生利用

業者への処理委託量

0

実績値
自ら中間処理した

後の残さ量

7.66 0

0
⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

0
自ら中間処理によ

り減量した量
0

0 0

0

7.66

0 0

0

0

0

①排出量 0 0

（第２面）

計画の実施状況

有 償 物 量

不要物等発生量

自ら直接
再生利用した量

自ら中間処理した後
再生利用した量

0 0

自ら直接埋立処分又は
海洋投入処分した量

0

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量項目
自ら中間処理

した量

②＋⑧自ら再生利用を
行った量

⑤自ら熱回収を行った量
④のうち熱回収

を行った量 直接及び自ら
中間処理した後の

処理委託量⑦自ら中間処理により減
量した量

0

⑩のうち熱回収認定
業者以外の

熱回収を行う業者
への処理委託量⑩全処理委託量

⑪優良認定処理業者への
処理委託量

⑫再生利用業者への処理
委託量 ⑩のうち優良認定

処理業者への
処理委託量⑬熱回収認定業者への処

理委託量

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0

③＋⑨自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

7.66

①

②

③

④

⑤ ⑦

⑥ ⑨

⑧

⑩

⑪

⑭

⑬

⑫



様式第二号の八(第八条の四の五関係) 

(第１面) 

産業廃棄物処理計画書 

令和６年 ６月  １８日 

北九州市長 武内 和久 様 

 

提出者                     

住 所 神奈川県横浜市西区南幸1丁目1番1号 

JR横浜タワー22階 

氏 名 東邦チタニウム株式会社    

代表取締役社長 山尾 康二 

      電話番号 045-394-5522            

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12 条第 9 項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他 

その処理に関する計画を作成したので、提出します。 

事 業 場 の 名 称  東邦チタニウム株式会社 若松工場 

事 業 場 の 所 在 地  北九州市若松区響町 1－62－1 

計 画 期 間  令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 

 
① 事 業 の 種 類  非鉄金属製造業 

② 事 業 の 規 模 
スポンジチタンの出荷額：２２５億円 

Ni粉の出荷額：５６億円 

③ 従 業 員 数  ３８０人（令和6年4月1日時点） 

④産業廃棄物の一連

の処理の工程 
 別紙１「産業廃棄物の一連の処理の工程」参照 

(日本工業規格 Ａ列４番) 



(第２面) 

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 

 

（管理体制図） 

 

管理責任者（工場長） 

 

 

計画担当・処理管理部署（環境安全部） 

 

 

排出部署（製造部） 

 

 

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 

 

①現状 

 

別紙１「産業廃棄物

の排出の抑制に関

する事項」参照 

 

【前年度（  令和5 年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量  ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

 

別紙１「産業廃棄物

の排出の抑制に関

する事項」参照 

 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

排 出 量  ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

産業廃棄物の分別に関する事項 

 

① 現状 

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・汚泥：特になし 

・廃プラスチック類：非塩素系の分別 

・木くず：特になし 

・混合系廃棄物：特になし 

・廃油：有価物との分別 

・鉱さい：特になし 

・ガラスくず：有価物との分別 

②計画 

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組） 

・汚泥：特になし 

・廃プラスチック類：非塩素系と有価物の分別 

・木くず：有価物の分別 

・混合系廃棄物：特になし 

・廃油：有価物との分別 

・鉱さい：特になし 

・ガラスくず：有価物との分別 

 



（第３面） 

自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 

 

①現状 

 

 再生利用なし 

【前年度（ 令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行った 

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

②計画 

 

 再生利用なし 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量 
ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 

 

① 現状 

【前年度（令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類 汚泥  

自ら熱回収を行った

産業廃棄物の量 
― ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量した 

産業廃棄物の量 
― ｔ ｔ 

※脱水処理等の中間処理は行っているものの、処理量の詳細データを 

 とっていない。 

 

（これまでに実施した取組） 

脱水処理工程の維持管理の徹底 

使用原材料の検討（不純物の少ない鉱石購入） 

② 計画 

【目標】 

産業廃棄物の種類 汚泥  

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量 
― ｔ ｔ 

自ら中間処理により減量する 

産業廃棄物の量 
― ｔ ｔ 

※脱水処理等の中間処理は行っているものの、処理量の詳細データを 

 とっていない。 

 

（今後実施する予定の取組） 

脱水処理工程の維持管理の徹底 

使用原材料の検討（不純物の少ない鉱石購入） 

汚泥量の削減（製造工程変更による汚泥発生量の抑制） 

 



（第４面） 

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 

 

①現状 

 

 自らの処分なし 

【前年度（ 令和5年度）実績】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行った  

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

②計画 

 

 自らの処分なし 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

自ら埋立処分又は 

海洋投入処分を行う  

産業廃棄物の量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 

 

①現状 

 

別紙２「産業廃棄物

の処理の委託に関

する事項」参照 

【前年度（ 令和5年度）実績】  

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（これまでに実施した取組） 

 

 

 

 

 



（第５面） 

 

②計画 

 

別紙２「産業廃棄物

の処理の委託に関

する事項」参照 

【目標】 

産業廃棄物の種類   

全 処 理 委 託 量 ｔ ｔ 

 

優良認定処理業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

再生利用業者への 

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者への

処 理 委 託 量 
ｔ ｔ 

認定熱回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量 

ｔ ｔ 

（今後実施する予定の取組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※事務処理欄   



別紙１ 

 

「産業廃棄物の一連の処理の工程」 

１．汚泥 

要処理廃水 → 中和処理 → シックナー（凝集沈殿）→ 脱水処理（フィルタープレス） 
→ 収集運搬（委託）→ 最終処分（委託/埋立て処分） 

２．汚泥 
要処理廃水 → 収集運搬（委託）→ 中間処理（委託）→ 最終処分（委託/セメント原

料） 
３．廃プラスチック類 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理（委託/破砕）→ 最終処分（委託/焼却・他） 
４．木くず 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理（委託/破砕）→ 最終処分（委託/焼却・他） 
５．混合系廃棄物 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理（委託/破砕）→ 最終処分（委託/焼却・他） 
６．廃油 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理・最終処分（委託/焼却） 
 ７. 鉱さい 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理・最終処分（委託/埋立て処分） 
８. ガラスくず 

要廃棄物 → 収集運搬（委託）→ 中間処理（委託）→ 最終処分（委託/焼却・埋立て処
分・他） 

  

「産業廃棄物の排出の抑制に関する事項」 

①  現状【令和5度実績】 
産業廃棄物の種類 排出量 (ｔ) これまでに実施した取組 

汚泥 8605 
脱水処理工程の維持管理の徹底 

使用原材料の検討（不純物の少ない鉱石購入） 

廃プラスチック類 55 特になし 

木くず 153 廃パレットの有価物化 

混合系廃棄物 53 特になし 

廃油 14 一部有価物化 

鉱さい 7 特になし 

ガラスくず 254 レンガ類の有価物との分別 
 
② 計画【目標】 

産業廃棄物の種類 排出量 (ｔ) 今後実施する予定の取組 

汚泥 9,000 
脱水処理工程の維持管理の徹底 

使用原材料の検討（不純物の少ない鉱石購入） 

汚泥量の削減（製造工程変更による汚泥発生量の抑制） 

廃プラスチック類 60 廃フレコンの有価物化 

木くず 120 廃パレットの有価物化 

混合系廃棄物 60 特になし 

廃油 20 一部有価物化 

鉱さい 10 特になし 

ガラスくず 200 レンガ類の有価物との分別 

 

 

 

 

 



別紙２ 

 

「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」 

 

①  現状【令和5年度実績】 

産業廃棄物の種類 
全処理委託量 

(ｔ) 

再生利用業者 

への処理委託量 
これまでに実施した取組 

汚泥 8605 1,169 再生利用業者への処理委託量増 

廃プラスチック類 55 55 特になし 

木くず 153 153 特になし 

混合系廃棄物 53 53 特になし 

廃油 14 ― 特になし 

鉱さい 8 ― 特になし 

ガラスくず 254 14 特になし 

 

② 計画【目標】 

産業廃棄物の種類 
全処理委託量 

(ｔ) 

再生利用業者 

への処理委託量 
今後実施する予定の取組 

汚泥 9,000 2,000 再生利用業者への処理委託量増 

廃プラスチック類 60 60 特になし 

木くず 120 120 特になし 

混合系廃棄物 60 60 特になし 

廃油 20 ― 特になし 

鉱さい 10 ― 特になし 

ガラスくず 200 100 再生利用業者への処理委託量増 

 


